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（5）に入り｛非氣管（10）に逃れ出る゜

　利撃ll：する揚合

第二二圖に於て先左足先で「ベタ・・」（のを蜘鰯「・バー」（拗の齢せによ

り風路刻熱㈹洲下1ナ樋氣・的姻瀾時に畔K2）内髄％通路は

閉ぢられ熱風は脇髄・澗隙襯線知）加1・走り・瀦鰍器（5）を慰逃

れ出磁に可勲をつり一1・せる削1胸醐金く’e’fl？止・）｝伏齢餉・風流1こ」；　ID

誤差を少なからしむ。

秘撚囎み下けナ・る［べ妙」（1り雑なて幽艮絞燃は麟（1－』）の作

川に依り働的に馴二蹴復嚥風は剛　・！（・）内嚇じ乾剛1撚復赫のであ

る。

麗卵胚子の休眠期以後に於ける

登育遽度に就て　　　　　　．

高橋清七　　北澤周一一　長谷川正雄i

1．　　繕　　　　　欝

II。　　壽爬　距強　の　目　的

II1．　試　　験　　ソノ　法

工v．　成　　　　　　　懇～

v．　　叢Fi　　　　　　　論

　　　　　　　　’1・緒　　　　言

越年纏の儲に於ける催青日雛・綿種により叉蘇蒲度の醐により・

或醗鮒謝畷度㈱瀞時購によ酪磯励り・㈱よ購1纈
最も短く、支獅之れ畝ぎ、附1・1鰍嵌き磁顧するミせられ・搬常

業灘翻木種を枢旧、支那秘を＋畑諏洲秘一1’七「1・）比ミして畷脚勺

に掃立し得る日数霊なしおりナこり。

而し聡卵胚子の鮪も之れ麟｛じて館に継あるもOS・考へられおり
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　ナこり。

　　然るにi近年に至り二三の研究青（獄業試鹸揚水里予按師、爾野電氣製氷曾就技

　師、土屋登ge．YJ（氏等）により、鷲卵胚子の叢育に邊速を生する時期は胚子の｛木

　眠期より臨界劉h（水野按．師胚子丙B近似）迄0）聞にあるε君はれ、就申水野披

　師は佐久良曾雑誌第十四號に於て、之れに關する實験威綾を獲表せられ・獄卵

　胚子の嚢育に遅速脅來たす原因は・各獄卯が晶種に依り、活姓卵（加温により

　胚子o）獲育を來す牲質ごなれる翼卯）電なる時期に渥速あるに依るS、設明せ

　、らtzナこりo

　　如斯して讃釜卵胚子の爽育0）状態は、漸次明瞭ごなり來りtS燧いには今後の獄

　種の貯蔵時期、複式冷域法及び催青法σ）．1：に、一大鍵化を來さん電するに到れ

　りb依りて著者は」1田獄綜專門畢校に於て第一・回實験Sして、春季探種の獄種

　0）内1境今最も多く用られつ．9，ある品種卜数種につきて、胚苧0）休眠期場後に於

　ける援育i速度を笥温度及び剛田を異にして調盗を行ひ・梢正告鳥ε認むる成績を

　得たれば次に掲けて業者の謬考に資せん霊す。

　　本著に云ふ臨罫劉這は岩崎農塵士の蘭界的機育階梯0）略辮にして獄卵の低溜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　恢護最終の一時代なり、此時代は畏き低温の抑止に耐へ叉高澱（F80，度）を

　　以て保護するも陳害無く正常の獲育を爆ぐる特殊の時代にして高漁獲育S低

，　温醗育の臨界職なり、其解剖鑑ゲヒ上牛寺徴の主なるものは、

　　1．卵黄粒は越冬期間卵のヰ1央部に存在せす、卵の夕隅に密集し在りしもの胚

　　　子の臨界貼に愚するミきは卵内2ド等に分布せらる。

　　2．胚子は紳長し卵の毒嚢i而にi近く頭尾摺部は内力’に轡曲す。

　　3．胚子の頭襯部に口部陥入し他は表面李滑なり。（此形態は獄業試願蜴水野

　　　披師實験の「胚子丙］烈に逝似す）

　　4．申胚葉の環飾18個明瞭に分態す。

　　5．口部細胞塊螢逮し細長き細伏さなり垂下すc

　　　　　　　　　∬，試1瞼の目的

　　翻卵胚子の獲育の渥速に付きては上蓮の如く探種の時｝田、或は獄島種等によ

　り、狢々其の速度を異にし引いては蟻翻の嚢雄に邊速を來たすこ言は己に先羅



x・k’gN｝ii－；．　1：の㈱期以隆・於け・佛獣蹴・＿＿．．＿i1

諸即）研究せられナ・る断なり・

　　然れ燗艦柵・最も多く川ひられつ嚇鞭につき・補’・磯髄

嘩實聯勺畷戴られt・・，）もの少し・依り’曙湘其欝゜噺樹悩

醐休眠胚子より捌叢で・・路齢附酬協塞度轍翻こ謙面越

年灘の醐醐赦式翻蔵法及び㈱法轍善口寄せん鯵るにあり・

　　　　　　　　　Ilf，試験の方法

A．試験材’料

試騨購牒欄・・1賜・・禰岡きて’丁了はん・し次の謝勲

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆川ひナこり。

　第一第二試瞼に於ては、

縮、支一〇噸証白・’11三1三］・舶・糊・正白・隙劉舗一〇蹴・

・℃七號・（逸み鋤支九號・支一・一一　’，：　Ecv・陳燗聯日一號’

日．．號。姻號、支四號・日一號、・支醗・eVs九號・（舶・」舶・繰の

他はすべて國欝孫品種なれば國獄の字を剛）

　第三試鹸に於ては、　　　　　　　　　　　　。

支＿o一號、新白、正白、：支九號×支℃一號・rl一脇日一號・支四號・

　支四｛號×日一號、支四號、支七號、支九號、漱七號、彫こ九號

材欄種翻れも大正怯・ド六騰肺よりプリ1三圏迄で鷹イ寸肺もの

にして轍髄の徽室に置ぎ1・二掴痢休｝1聡鰹なり・水年一翫鵡∠F一

地一1・貯藏圃・移し置諦蔀謡・鵬ま三ルに郎繭1昌JI：時貯鱒より脚1し

胚鞭聯せしめ畷三謙幽冒ド貯灘が醐1一節1・［咀隙なりt二るに

より其・）後は・…賦（糊プリヅ・會fii』・製小勲洲・・賦）冷愛灘゜）

二度¢（G）室に馴匹冊卜fi・El午前＋：．　ll？“より耳咄じで胚楠鮪せしめ油

13．試験の’方法

　　　　　　　其の一　（休眠期より臨界｝鮎迄）

醗卵脇の灘が休眠期より臨y・’・lii4・lil・齢磁で・）鋤を三灘し餅囎

に於ては三肘向より」lrH市に於肪髄天然澱傭涼な礁螂）酬ぴ第



　82　　　　　　　　　　　　　＿ヒ「司鍛麟iミ掌P『｝墨校同窓會報第一ft三三魏

二：試験に於ては岡じ塒…期に於て五十度（F）を目的霊する温度を用ひ、第三試験

は何れの獄品種も可動卵の期に入りナこる（水野氏の所謂活性卵説によるハンデ

キャプ無き期Sなり）四月廿五臼に於て天然温度にて胚子の嚢育を進ましめ各

々臨界1粘に達する速度を調査せりM臨界黙の調査はアルカリ液脱殻法によりて

胚子を検出し槻察を行ひたり。

　　　　　　　其の二　（臨界黙）

　各試駿腿共に侮日午繭十時に胚予を槍出し親察をなし、臨界黙に達しナニる晶

種は直ちに：：度傘（C）の冷藏庫に冷藏し各晶種を臨界劉iにて揃へ其の後は各々

同襟の状態のもミに貯蔵しおきたり。

　　　　　　　其の三　（催青法）

　臨界黙の胚子にて冷藏しおきたる震濫種を第一、第二試瞼に於ては四月二十五

罰午前十二時に六・卜度（∬）の霊に出だし催青に著手し、四月甘九日午前十二時

より七十二度（恥の室に移し五月二日正午より七十四度ミなし獲生迄で到らし

めたり・第三試験は五肥m詮部最慰恥なり焔により期後は七＋職

にて嚢生迄でZIS進の催青を行ひナこり。

　　　　　　　　　　　　り
　　　　　　　工IIL試験の成績

　第一試鹸

三月＋二日午前’卜二時より・ヲ撚澱に於て一」二隣辮専F日墨校第三獄室

一（曹通獄室の涼所ざ同じ）・胚ヂを臨界黙迄でに嚢育せしめたり。

　此の温度及各品種の獲育速度を示せば次の如し。

診
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　1：表の如く囎界黙に達せゐ品種は直ちに二度牛（G）の貯藏庫に冷瓶しおき四

月二卜五日午繭十二二時1こ再び出庫し催青に著手せり、而して共の徐の温度及各

品種の胚子の援育速度を示せば吹σ）如し。
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第二試鹸

三月十二日午前｛’：二時より温度五一1．・皮（F）を目的ごしてカli轍せる蜜内に於て

休眠聴の胚予輔濤界髄礎ましめしに各占瀬による灘澱次σ珈し・
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　木言式鹸も第一魯言弍1郵～ご岡様にπ臨界黒占sなりプこるもo）よりjl頃モ穴二二凪こ4ミ（c）oう～舎蔵

庫に冷減しおき四月：二十五iヨ正午に再び取出して催膏にかかりたり、其の後σ）・

各胚手の叢育速度を示せば次の如し。
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第三試1瞼

　一一月十六日に地下貯藏葺廷に入れ四月十況日二皮∫1濫（C）の冷藏鷹に移し九る獄

種な四月二十五日午前一卜二時より六十度（F）の室に出しli五チを搬育せしめたり

而して臨界黙霊なりナこる品顧より順ψく冷城（2．lio（りしおき五月三日に全部臨界

鮒iさなりナニるにょり其o）復は七十四度にて催青せるに各品種o）胚子の獲育速度

次の如し。
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　試験成績概要

　　A．休眠期より臨界黙迄でに於ける胚一f叢育の速度は品種により澱速あり、第
1

　－一一beg：：試験に於ては其の差約十日間、第三試鹸に於ては約四日間にして支那

　：一：化性最も速にして彫1艸卜化性最もラ！塁しG

　　乏れによりて観る時…は第三試験（四月下旬より五月上旬）に於ても・倫品種に

　より一で邊速凌）るにょり嚢きにフk野手支師io）活・｝生頚μ（動！吻學」：O）亘「動塑口）電なる時廻i

　O）遅速が胚子登育に逓逮を來たす原因なりε君はれナこるも・之れに加ふゐに品

　種的にも嚢育に遽速あるも0）電考へらる。（第三試瞼は四月下旬に至りて行ひ

　たれば飼れの品種も可動卵ざなりbハンデキャブなきもの言考へ丁行ひたり）

　　B．臨界器より黙青始め迄では伺れの品種も同じ速度の如く・1上表中品種によ

　　　t
　り一…1日前後したるものあるも之れ臨界細o）槻察の際に硝弘遜速ありしもの亡患考

　す、反軸機は比較調査困難なりし旙上表に掲げざりしも伺れの晶種も略ぽ岡時

　期σ）如し。

　　σ．黙徽錦催髄での迷度は各品種共に同一一なれ共・其のそ搬タ随でには

　梢逓速あるを認うり得らる・i爾同一晶種申にても幣紅色卵くFil　一號及び正臼×新

　白、新臼X正白等にて別斑を呈せし卵）は各約一日間黙生獲生共に邊れたり。

　　又支那種一化性及び鰍州種は同隠に催都口霊なるも他の晶種㍗こ比し劉1酌に

掃立し得ゐに約一・一・・日多く要するが如し。

　　　　　　　　　　　　V．結　　　　論

（・鷹卵JMi：｝・）休卿り撒に於ける齢撒を三蝋・1置翻し符蒲し麟触

　　　度は∈欠0）如し。

　　　　第一期　休眠期より臨界黙迄　　品種探種時期により嚢育に逓遽あり。

　　　　第ニコ田　臨界盟iより催書迄　・　品種により叢育に遅遽なしo

　　　　第三期催青より獲生迄，　　品種により叢育に遽遽あり。

　（2）獄卵胚子は休眠期より臨界瓢迄での間に於て盗品種により搬育に渥速あり

　　　支那二化牲（多化性は除く）最も遽にして、［ヨ本二化性之れに教吉、二化×

　　　二化、三元一化×二化、臼本一一化性・支那一化性順次に逓～歌州種最も

　　　渥し。
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（L〕t｝）臨界黙より催青迄に於ける獄卵胚子の嚢育は品種的に遅速なし。

（4）催青卵より搬生迄での時間は品種により差あり・支那一fヒ性1よ歓州種を除

　　く他の品種より長く歓州種は支那一∫ヒ性よりも硝授き時間を要す・

（の如上0）成績により越年種の貯蔵時期及び複式冷藏法は各品種に依りて決定

　　し操作を行はざるべからす。（本項は水野按師0）實願に一致す）

（の春雛・〉㈱顧1上の搬鰍嚇脚1を｛熾し得・

（締棚翻し鋤せられこ，幅隆雄・小林鰍・4柵糊・泪・獅言鷺代

　謝意を表す）

　　　　　　　　　　　　　　文　　　　献

フ賜辰五郎瓜再び夏裾叢一代辮⑳探細糊を論じて撫騨田娯にせろ

獄卵胚子調査に及ぶ。（佐久良會瓢誌第四號）

岩崎行献、黒櫃火灘o）褥電セこ就て・嘲鮮働業模範卿院幸臨大正1昌

年）

　水野辰五郎氏、翻卵胚子の叢育に遅蜷を來たす原因調査。（佐久良會i雑｛誌第

十四劉絶）

殺菌郵の獄兇に及す影響’

1　　樋ロ琢磨憲田治衛　田角又十郎

桑に制…する齢割堪多い、そして之が桑0）！晴瀦する上に誠は1綴

慧病を起し或は間接に獄病傳播4e行ふ0）で、其騨除豫防法に就いては從來迄く

の研究が行はれたのである。

　著者の一人は先に桑樹細灘1病の研究をなし、ボルドー・・液s石灰硫黄合剤ミが

木病に勤しで著しく有効であり且實川的である事を報告しtこ、随て之か獄兇に

及す影響を確めなければなら’ぬ・卸ち細菌病研究緬報ざでも云ふべきものであ

らうかo

　　　　　　t


